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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＩＰ（Raster Image Processing）処理を行った原画像を用紙上に形成する印刷部と
、前記用紙上に形成された原画像を読み取って読取画像を取得する画像読取部と、を備え
る画像形成装置において、
　前記印刷部が前記原画像を前記用紙上に形成する際の画像形成条件を取得する画像形成
条件取得部と、
　前記画像読取部が前記用紙上に形成された前記原画像を読み取る際の画像読取条件を取
得する画像読取条件取得部と、
　前記画像形成条件と前記画像読取条件とに基づいて、処理パラメータを決定する処理パ
ラメータ決定部と、
　前記処理パラメータに基づいて前記読取画像を補正し、前記原画像と補正後の前記読取
画像とを比較することによって印刷物の仕上がりを検査する画像検査部と、を備え、
　前記画像形成条件取得部は、前記画像形成条件として、カラー印刷／モノクロ印刷の種
別を示すカラーモード、前記用紙の特性を示す用紙情報、網点処理におけるスクリーンの
情報、印字率の内の少なくとも１つを取得し、
　前記画像読取条件取得部は、前記画像読取条件として、カラー読取／モノクロ読取の種
別を示すカラーモード、画像読取解像度の内の少なくとも１つを取得し、
　前記処理パラメータ決定部は、前記画像形成条件に基づいて、画像検査項目及び当該画
像検査項目の良否判定の基準となる閾値を決定し、前記画像形成条件及び前記画像読取条
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件に基づいて取得される情報と前記閾値とを用いて、前記読取画像を補正するための補正
値を算出するものであり、
　前記処理パラメータ決定部は、前記網点処理におけるスクリーンの情報に基づいて網点
画像領域を特定し、前記原画像及び前記読取画像の前記網点画像領域の濃度値を算出し、
前記スクリーンの情報に含まれる画像形成解像度と前記画像読取解像度との差に応じた前
記濃度値の変動に基づいて前記補正値を算出し、
　前記画像検査部は、前記補正値を用いて前記読取画像を補正する、
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　ＲＩＰ（Raster Image Processing）処理を行った原画像を用紙上に形成する画像形成
装置と、前記用紙上に形成された原画像を読み取って読取画像を取得する画像読取装置と
、前記画像形成装置と前記画像読取装置とに接続される画像検査装置と、を含むシステム
における画像検査方法であって、
　前記画像検査装置は、
　前記画像形成装置が前記原画像を前記用紙上に形成する際の画像形成条件を取得する画
像形成条件取得処理と、
　前記画像読取装置が前記用紙上に形成された前記原画像を読み取る際の画像読取条件を
取得する画像読取条件取得処理と、
　前記画像形成条件と前記画像読取条件とに基づいて、処理パラメータを決定する処理パ
ラメータ決定処理と、
　前記処理パラメータに基づいて前記読取画像を補正し、前記原画像と補正後の前記読取
画像とを比較することによって印刷物の仕上がりを検査する画像検査処理と、を実行し、
　前記画像形成条件取得処理では、前記画像形成条件として、カラー印刷／モノクロ印刷
の種別を示すカラーモード、前記用紙の特性を示す用紙情報、網点処理におけるスクリー
ンの情報、印字率の内の少なくとも１つを取得し、
　前記画像読取条件取得処理では、前記画像読取条件として、カラー読取／モノクロ読取
の種別を示すカラーモード、画像読取解像度の内の少なくとも１つを取得し、
　前記処理パラメータ決定処理では、前記画像形成条件に基づいて、画像検査項目及び当
該画像検査項目の良否判定の基準となる閾値を決定し、前記画像形成条件及び前記画像読
取条件に基づいて取得される情報と前記閾値とを用いて、前記読取画像を補正するための
補正値を算出するものであり、
　前記処理パラメータ決定処理では、前記網点処理におけるスクリーンの情報に基づいて
網点画像領域を特定し、前記原画像及び前記読取画像の前記網点画像領域の濃度値を算出
し、前記スクリーンの情報に含まれる画像形成解像度と前記画像読取解像度との差に応じ
た前記濃度値の変動に基づいて前記補正値を算出し、
　前記画像検査処理では、前記補正値を用いて前記読取画像を補正する、
　ことを特徴とする画像検査方法。
【請求項３】
　ＲＩＰ（Raster Image Processing）処理を行った原画像を用紙上に形成する画像形成
装置と、前記用紙上に形成された原画像を読み取って読取画像を取得する画像読取装置と
、に接続される画像検査装置で動作する画像検査プログラムであって、
　前記画像検査装置に、
　前記画像形成装置が前記原画像を前記用紙上に形成する際の画像形成条件を取得する画
像形成条件取得処理、
　前記画像読取装置が前記用紙上に形成された前記原画像を読み取る際の画像読取条件を
取得する画像読取条件取得処理、
　前記画像形成条件と前記画像読取条件とに基づいて、処理パラメータを決定する処理パ
ラメータ決定処理、
　前記処理パラメータに基づいて前記読取画像を補正し、前記原画像と補正後の前記読取
画像とを比較することによって印刷物の仕上がりを検査する画像検査処理、を実行させ、
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　前記画像形成条件取得処理では、前記画像形成条件として、カラー印刷／モノクロ印刷
の種別を示すカラーモード、前記用紙の特性を示す用紙情報、網点処理におけるスクリー
ンの情報、印字率の内の少なくとも１つを取得し、
　前記画像読取条件取得処理では、前記画像読取条件として、カラー読取／モノクロ読取
の種別を示すカラーモード、画像読取解像度の内の少なくとも１つを取得し、
　前記処理パラメータ決定処理では、前記画像形成条件に基づいて、画像検査項目及び当
該画像検査項目の良否判定の基準となる閾値を決定し、前記画像形成条件及び前記画像読
取条件に基づいて取得される情報と前記閾値とを用いて、前記読取画像を補正するための
補正値を算出するものであり、
　前記処理パラメータ決定処理では、前記網点処理におけるスクリーンの情報に基づいて
網点画像領域を特定し、前記原画像及び前記読取画像の前記網点画像領域の濃度値を算出
し、前記スクリーンの情報に含まれる画像形成解像度と前記画像読取解像度との差に応じ
た前記濃度値の変動に基づいて前記補正値を算出し、
　前記画像検査処理では、前記補正値を用いて前記読取画像を補正する、
　ことを特徴とする画像検査プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置及び画像検査方法並びに画像検査プログラムに関し、特に、原
画像と用紙上に形成した原画像を読み取った読取画像とを比較して印刷物の仕上がりを検
査する画像形成装置及び画像検査方法並びに画像検査プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＦＰ（Multi-Functional Peripherals）などの画像形成装置では、印刷部において画
像情報に基づいて像担持体上にトナー像が形成され、当該トナー像が用紙に転写される。
この画像形成において、画像形成装置の稼働に伴って印刷部の状態が一時的又は経時的に
変化することがあり、印刷部の状態が変化すると画像品質が変化して、印刷物としての品
質（色再現、スジやスポットのような画像ノイズ（エラー）の発生の有無、印字位置精度
）を維持できない恐れがある。
【０００３】
　そこで、印刷物としての品質を維持するために、予め設定した処理パラメータを用いて
、印刷部に入力される画像と印刷部にて用紙上に形成した画像をスキャナなどで読み取っ
た読取画像とを比較して、印刷物の仕上がりを検査する画像検査が行われており、画像検
査の結果に基づいて、空間フィルタ、ＬＵＴ（look-up table）を用いた階調変換や色変
換、解像度変換、画像位置調整などの処理を行っている。
【０００４】
　このような画像検査に関して、例えば、下記特許文献１には、原画像データに基づいて
印刷が実行されたシートを読み取って読み取り画像データを生成する読み取り手段と、前
記原画像データと前記読み取り画像データとに基づいて印刷された画像の品位を判定する
検品処理を実行する検品手段と、前記原画像データで表わされる画像の種類を判別する判
別手段と、前記判別手段で判別した画像の種類に基づいて、前記検品処理に係る処理パラ
メータを決定する決定手段と、前記決定手段で決定した処理パラメータに基づいて前記検
品処理を実行するように前記検品手段を制御する制御手段と、を有する検品装置が開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１１１９４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、上記の従来技術では、画像の種類に基づいて処理パラメータを決定して
いるため、画像形成の際のカラーモードや用紙情報、印字率、網点処理の条件などの画像
形成条件が変化した場合、用紙上に形成される画像が変化してしまい、原画像と読取画像
とを適切に比較することができない。また、用紙上に形成した画像を読み取る際のカラー
モード、読取解像度などの画像読取条件が変化した場合も、読み取った画像が変化してし
まい、原画像と読取画像とを適切に比較することができない。その結果、信頼性の高い画
像検査を行うことが難しいという問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであって、その主たる目的は、原画像と読
取画像とを適切に比較して信頼性の高い画像検査を行うことができる画像形成装置及び画
像検査方法並びに画像検査プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一側面は、ＲＩＰ処理を行った原画像を用紙上に形成する印刷部と、前記用紙
上に形成された原画像を読み取って読取画像を取得する画像読取部と、を備える画像形成
装置において、前記印刷部が前記原画像を前記用紙上に形成する際の画像形成条件を取得
する画像形成条件取得部と、前記画像読取部が前記用紙上に形成された前記原画像を読み
取る際の画像読取条件を取得する画像読取条件取得部と、前記画像形成条件と前記画像読
取条件とに基づいて、処理パラメータを決定する処理パラメータ決定部と、前記処理パラ
メータに基づいて前記読取画像を補正し、前記原画像と補正後の前記読取画像とを比較す
ることによって印刷物の仕上がりを検査する画像検査部と、を備え、前記画像形成条件取
得部は、前記画像形成条件として、カラー印刷／モノクロ印刷の種別を示すカラーモード
、前記用紙の特性を示す用紙情報、網点処理におけるスクリーンの情報、印字率の内の少
なくとも１つを取得し、前記画像読取条件取得部は、前記画像読取条件として、カラー読
取／モノクロ読取の種別を示すカラーモード、画像読取解像度の内の少なくとも１つを取
得し、前記処理パラメータ決定部は、前記画像形成条件に基づいて、画像検査項目及び当
該画像検査項目の良否判定の基準となる閾値を決定し、前記画像形成条件及び前記画像読
取条件に基づいて取得される情報と前記閾値とを用いて、前記読取画像を補正するための
補正値を算出するものであり、前記処理パラメータ決定部は、前記網点処理におけるスク
リーンの情報に基づいて網点画像領域を特定し、前記原画像及び前記読取画像の前記網点
画像領域の濃度値を算出し、前記スクリーンの情報に含まれる画像形成解像度と前記画像
読取解像度との差に応じた前記濃度値の変動に基づいて前記補正値を算出し、前記画像検
査部は、前記補正値を用いて前記読取画像を補正することを特徴とする。
【０００９】
　本発明の一側面は、ＲＩＰ処理を行った原画像を用紙上に形成する画像形成装置と、前
記用紙上に形成された原画像を読み取って読取画像を取得する画像読取装置と、前記画像
形成装置と前記画像読取装置とに接続される画像検査装置と、を含むシステムにおける画
像検査方法であって、前記画像検査装置は、前記画像形成装置が前記原画像を前記用紙上
に形成する際の画像形成条件を取得する画像形成条件取得処理と、前記画像読取装置が前
記用紙上に形成された前記原画像を読み取る際の画像読取条件を取得する画像読取条件取
得処理と、前記画像形成条件と前記画像読取条件とに基づいて、処理パラメータを決定す
る処理パラメータ決定処理と、前記処理パラメータに基づいて前記読取画像を補正し、前
記原画像と補正後の前記読取画像とを比較することによって印刷物の仕上がりを検査する
画像検査処理と、を実行し、前記画像形成条件取得処理では、前記画像形成条件として、
カラー印刷／モノクロ印刷の種別を示すカラーモード、前記用紙の特性を示す用紙情報、
網点処理におけるスクリーンの情報、印字率の内の少なくとも１つを取得し、前記画像読
取条件取得処理では、前記画像読取条件として、カラー読取／モノクロ読取の種別を示す
カラーモード、画像読取解像度の内の少なくとも１つを取得し、前記処理パラメータ決定
処理では、前記画像形成条件に基づいて、画像検査項目及び当該画像検査項目の良否判定
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の基準となる閾値を決定し、前記画像形成条件及び前記画像読取条件に基づいて取得され
る情報と前記閾値とを用いて、前記読取画像を補正するための補正値を算出するものであ
り、前記処理パラメータ決定処理では、前記網点処理におけるスクリーンの情報に基づい
て網点画像領域を特定し、前記原画像及び前記読取画像の前記網点画像領域の濃度値を算
出し、前記スクリーンの情報に含まれる画像形成解像度と前記画像読取解像度との差に応
じた前記濃度値の変動に基づいて前記補正値を算出し、前記画像検査処理では、前記補正
値を用いて前記読取画像を補正することを特徴とする。
【００１０】
　本発明の一側面は、ＲＩＰ処理を行った原画像を用紙上に形成する画像形成装置と、前
記用紙上に形成された原画像を読み取って読取画像を取得する画像読取装置と、に接続さ
れる画像検査装置で動作する画像検査プログラムであって、前記画像検査装置に、前記画
像形成装置が前記原画像を前記用紙上に形成する際の画像形成条件を取得する画像形成条
件取得処理、前記画像読取装置が前記用紙上に形成された前記原画像を読み取る際の画像
読取条件を取得する画像読取条件取得処理、前記画像形成条件と前記画像読取条件とに基
づいて、処理パラメータを決定する処理パラメータ決定処理、前記処理パラメータに基づ
いて前記読取画像を補正し、前記原画像と補正後の前記読取画像とを比較することによっ
て印刷物の仕上がりを検査する画像検査処理、を実行させ、前記画像形成条件取得処理で
は、前記画像形成条件として、カラー印刷／モノクロ印刷の種別を示すカラーモード、前
記用紙の特性を示す用紙情報、網点処理におけるスクリーンの情報、印字率の内の少なく
とも１つを取得し、前記画像読取条件取得処理では、前記画像読取条件として、カラー読
取／モノクロ読取の種別を示すカラーモード、画像読取解像度の内の少なくとも１つを取
得し、前記処理パラメータ決定処理では、前記画像形成条件に基づいて、画像検査項目及
び当該画像検査項目の良否判定の基準となる閾値を決定し、前記画像形成条件及び前記画
像読取条件に基づいて取得される情報と前記閾値とを用いて、前記読取画像を補正するた
めの補正値を算出するものであり、前記処理パラメータ決定処理では、前記網点処理にお
けるスクリーンの情報に基づいて網点画像領域を特定し、前記原画像及び前記読取画像の
前記網点画像領域の濃度値を算出し、前記スクリーンの情報に含まれる画像形成解像度と
前記画像読取解像度との差に応じた前記濃度値の変動に基づいて前記補正値を算出し、前
記画像検査処理では、前記補正値を用いて前記読取画像を補正することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の画像形成装置及び画像検査方法並びに画像検査プログラムによれば、原画像と
読取画像とを適切に比較して信頼性の高い画像検査を行うことができる。
【００１２】
　その理由は、入力された原画像を用紙上に形成し、用紙上に形成した原画像を読み取っ
て読取画像を取得し、原画像と読取画像とを比較して印刷物の仕上がりを検査する装置（
画像検査プログラム）において、原画像を用紙上に形成する際の画像形成条件を取得する
と共に用紙上に形成した原画像を読み取る際の画像読取条件を取得し、取得した画像形成
条件と画像読取条件とに基づいて、原画像と読取画像とを比較する際の処理パラメータを
決定し、決定した処理パラメータに基づいて読取画像を補正し、原画像と補正後の読取画
像とを比較して画像検査を実行するからである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施例に係る画像検査システムの構成例を示す模式図である。
【図２】本発明の一実施例に係る画像検査システムの他の構成例を示す模式図である。
【図３】本発明の一実施例に係る画像検査システムの他の構成例を示す模式図である。
【図４】本発明の一実施例に係る画像検査システムの他の構成例を示す模式図である。
【図５】本発明の一実施例に係る画像形成装置の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の一実施例に係る画像検査システムの概略動作を示す図である。
【図７】本発明の一実施例に係る画像形成装置の動作を示すフローチャート図である。
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【図８】スクリーン線数に対する濃度値の許容範囲の変化を説明する模式図である。
【図９】解像度に対する濃度値の許容範囲の変化を説明する模式図である。
【図１０】インラインセンサの構成を示す模式図である。
【図１１】インラインセンサを利用した画像読取機構を説明する図である。
【図１２】画像読取機構における搬送ベルトの機械的な振動による影響を説明する図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　背景技術で示したように、印刷物としての品質を維持するために、予め設定した処理パ
ラメータを用いて、印刷部に入力される原画像と、印刷部にて用紙上に形成した原画像を
スキャナなどで読み取った読取画像と、を比較して、印刷物の仕上がりを検査する画像検
査が行われており、この画像検査に関して様々な方法が提案されている。
【００１５】
　しかしながら、従来の画像検査方法では、画像検査のための処理パラメータを決定する
際に、画像形成におけるカラーモードや用紙情報、印字率、網点処理におけるスクリーン
線数や解像度などの画像形成条件を考慮していないため、信頼性の高い画像検査を行うこ
とが難しい。更に、従来の検査方法では、上記処理パラメータを決定する際に、用紙上に
形成した原画像の読み取りにおけるカラーモード、読取解像度などの画像読取条件を考慮
していないため、信頼性の高い画像検査を行うことが難しい。
【００１６】
　上記の画像読取条件が画像検査結果に与える影響について、画像読取装置として、画像
形成装置の用紙搬送経路上に配置されるインラインセンサを用いた場合を例にして説明す
る。図１０に示すように、インラインセンサは、例えば、Ｒ（Red）、Ｇ（Green）、Ｂ（
Blue）の３種類のセンサで構成され、各々のセンサは、当該センサに対応する色の光子が
入力されると、光電変換によって電気信号に変換し、カラー画像の濃度値を測定する。こ
のインラインセンサは、構造上、１色当たりの読み取り開口部の面積が１／３画素分にな
るため、１画素分の感度も低下する。この感度の低下は、読み取り速度が速くなればなる
ほど大きくなる。
【００１７】
　このインラインセンサは、例えば、図１１に示すように、用紙を搬送する搬送ベルト上
に載置されるが、ＲＧＢの色成分のそれぞれの読み取り位置が主走査方向（用紙の搬送方
向に直交する方向）に１／３画素分ずれるため、ＲＧＢの各センサの位置合わせを行う補
正処理が必要になる。ここで、Ｇセンサが中央に位置している場合、ＲセンサとＢセンサ
とを線形補間して位置合わせを行うと、スムージング処理のためにＲとＢのＭＴＦがＧに
比べて劣化してしまう。このＲＧＢのＭＴＦの差により、画像がぼけた感じになるだけで
なく、例えば、原画像が文字等の黒細線の場合は読み取り精度が悪化して、正しく黒文字
の検査ができない可能性がある。
【００１８】
　また、図１２に示すように、搬送ベルトの機械的な振動による用紙の位置がずれ、イン
ラインセンサの読み取り位置がずれた場合も黒文字等の黒細線の画像検査に影響を与える
。例えば、網点処理を行った印刷物などの周期性がある印刷画像を読み取る場合、印刷画
像の空間周波数に対してインラインセンサの読取位相が変化することによってモアレが生
じたり、読み取る画像濃度を誤ってしまったりする場合がある。従って、正しく画像検査
を行うためには、原画像の画像形成条件と用紙上に形成した原画像の画像読取条件とを考
慮して、読取画像に対して適切な補正を実施することが重要になる。
【００１９】
　そこで、本発明の一実施の形態では、画像検査のための処理パラメータを決定する際に
、画像形成条件のみならず、画像読取条件も加味することによって、精度良く、信頼性の
高い画像検査を行うことができるようにする。具体的には、入力された原画像を用紙上に
形成し、用紙上に形成した原画像を読み取って読取画像を取得し、原画像と読取画像とを



(7) JP 6489433 B2 2019.3.27

10

20

30

40

50

比較して印刷物の仕上がりを検査する装置（画像検査プログラム）において、原画像を用
紙上に形成する際の画像形成条件（例えば、カラーモードや用紙情報、印字率、網点処理
におけるスクリーン線数や解像度など）を取得すると共に用紙上に形成した原画像を読み
取る際の画像読取条件（例えば、カラーモード、読取解像度など）を取得し、取得した画
像形成条件と画像読取条件とに基づいて、原画像と読取画像とを比較する際の処理パラメ
ータ（例えば、比較のための閾値、補正値）を決定し、決定した処理パラメータに基づい
て読取画像を補正し、原画像と補正後の読取画像とを比較して画像検査を実行するように
する。
【実施例】
【００２０】
　上記した本発明の実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、本発明の一実施例に係
る画像形成装置及び画像検査方法並びに画像検査プログラムについて、図１乃至図９を参
照して説明する。図１乃至図４は、本実施例の画像検査システムの構成例を示す模式図で
あり、図５は、本実施例の画像形成装置の構成を示すブロック図である。また、図６は、
本実施例に係る画像検査システムの概略動作を示す図であり、図７は、本実施例の画像形
成装置の動作を示すフローチャート図である。また、図８は、スクリーン線数に対する濃
度値の許容範囲の変化を説明する模式図であり、図９は、解像度に対する濃度値の許容範
囲の変化を説明する模式図である。
【００２１】
　図１に示すように、本実施例の画像検査システム１０は、図示しないコンピュータ装置
などから入力された画像や予め記憶した画像（これらを総称して入力画像と呼ぶ。）に対
してＲＩＰ（Raster Image Processing）処理を行うＲＩＰ部を備え、ＲＩＰ処理後の画
像（原画像と呼ぶ。）を出力するコントローラ１１と、原画像を用紙上に形成する画像形
成装置１２と、用紙上に形成された原画像を読み取り、読み取った画像（読取画像と呼ぶ
。）を出力する画像読取装置１３と、原画像と読取画像とを比較して印刷物の仕上がりを
検査する画像検査を行う画像検査装置１４などで構成され、これらは、イントラネット等
の通信ネットワーク１５を介してデータ通信可能に接続されている。
【００２２】
　なお、図１では、画像検査システム１０をコントローラ１１と画像形成装置１２と画像
読取装置１３と画像検査装置１４とで構成したが、画像形成装置１２に画像読取装置１３
としての機能を持たせる（用紙上に形成された原画像を画像形成装置１２に設けたインラ
インセンサで読み取る）場合は、図２に示すように、画像検査システム１０をコントロー
ラ１１と画像形成装置１２と画像検査装置１４とで構成することもできる。また、画像形
成装置１２の制御部に画像検査装置１４としての機能を持たせる場合は、図３に示すよう
に、画像検査システム１０をコントローラ１１と画像形成装置１２とで構成することもで
きる。更に、画像形成装置１２にコントローラ１１としての機能を持たせる（画像形成装
置１２にＲＩＰ部を設ける）場合は、図４に示すように、画像検査システム１０を画像形
成装置１２のみで構成することもできる。以下、説明を容易にするために、図４の構成を
前提にして説明する。
【００２３】
　図４の構成における画像形成装置１０は、図５（ａ）に示すように、制御部２０と記憶
部２１とＲＩＰ部２２と印刷部（エンジン）２３と画像読取部（インラインセンサ）２４
と表示操作部２５などで構成される。
【００２４】
　制御部２０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）２０ａとＲＯＭ（Read Only Memor
y）２０ｂやＲＡＭ（Random Access Memory）２０ｃなどのメモリとで構成され、これら
はバスを介して接続されている。ＣＰＵ２０ａは、ＲＯＭ２０ｂや記憶部２１からプログ
ラムを読み出し、ＲＡＭ２０ｃに展開して実行することにより、画像形成装置１２の全体
制御を行う。
【００２５】
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　記憶部２１は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）やＳＳＤ（Solid State Drive）などで構成
され、ＣＰＵ２０ａが各部を制御するためのプログラム、入力画像、入力画像に対してＲ
ＩＰ処理を行った原画像、用紙上に形成された原画像を読み取った読取画像の各画像デー
タ、画像形成条件、画像読取条件、画像形成条件及び画像読取条件に基づいて決定した処
理パラメータ（画像検査項目、その画像検査項目における閾値、読取画像を適切な画像に
補正するための補正値）などを格納する。
【００２６】
　ＲＩＰ部２２は、ＰＣＬ（Printer Control Language）やＰＳ（Post Script）などの
ＰＤＬ（Page Description Language）で記述された入力画像のデータを翻訳して中間デ
ータを生成し、中間データに対して色変換テーブルを用いて色変換を行い、レンダリング
を行って各ページの原画像を生成する（この一連の処理をＲＩＰ処理と呼ぶ。）。
【００２７】
　印刷部２３は、原画像に基づいて印刷処理を実行するエンジンである。具体的には、原
画像に基づいてレーザ光を照射して露光する露光部と、感光体ドラムと現像装置と帯電装
置と感光体クリーニング部と１次転写ローラとを備え、Ｙ（Yellow）、Ｍ（Magenta）、
Ｃ（Cyan）、Ｋ（Black）の各色のトナー像を形成する画像形成部と、ローラによって回
転され、画像形成部で形成されたトナー像を用紙に搬送する中間転写体として機能する中
間ベルトと、中間ベルト上に形成されたトナー像を用紙に転写する２次転写ローラと、用
紙に転写されたトナー像を定着させる定着部と、用紙を搬送する給紙ローラやレジストロ
ーラ、ループローラ、反転ローラ、排紙ローラ等の搬送部などで構成される。
【００２８】
　画像読取部２４は、用紙上に形成された原画像を読み取るセンサであり、例えば、上記
定着部と排紙トレイとの間の用紙の搬送経路などに設けられたインラインセンサである。
このインラインセンサは、例えば、ＣＣＤ（Charge Coupled Devices）やＣＭＯＳ（Comp
lementary Metal Oxide Semiconductor）等を一列に並べた構造であり、光源から光を照
射すると、用紙からの反射光が受光レンズを介して受光器に結像され、受光器で反射光量
に応じた電気信号に変換されて読取画像の測定データが出力される。そして、用紙を搬送
方向に移動させることによって、インラインセンサは用紙の１ライン毎の測定データを順
次出力し、用紙全体がインラインセンサを完全に通過した時点で、用紙１面分の読取画像
を取得し、取得した読取画像のデータを記憶部２１に保存する。
【００２９】
　表示操作部２５は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）や有機ＥＬ（Electro Luminesc
ence）ディスプレイなどの表示部上に格子状の透明電極からなるタッチセンサが形成され
たタッチパネルであり、印刷や画像検査に関する各種画面を表示すると共に、上記画面で
の印刷や画像検査に関する各種操作を可能にする。
【００３０】
　上記画像形成装置１２の制御部２０は、図５（ｂ）に示すように、画像処理部２６、画
像形成条件取得部２７、画像読取条件取得部２８、処理パラメータ決定部２９、画像検査
部３０などとしても機能する。
【００３１】
　画像処理部２６は、ＲＩＰ部２２が生成した原画像に対して、色調整、濃度調整、サイ
ズ調整などの画像処理を行う。また、画像処理部２６は、網点（Halftone Dot）と呼ばれ
る網状の小さな点の大きさや密度を変えることによって階調を表現するスクリーニング（
網点処理）を行う。階調の表現方法として、網点の間隔は一定で、点の大きさ（径）に違
いを持たせるＡＭスクリーニング（Amplitude Modulation Screening）と、網点の大きさ
（径）は一定で、点の密度に違いを持たせるＦＭスクリーニング（Frequency Modulation
 Screening）とがある。そして、画像処理後の原画像のデータを記憶部２１に保存する。
【００３２】
　画像形成条件取得部２７は、用紙に原画像を形成する際の条件を取得する。例えば、画
像処理部２６から、スクリーンの情報（印刷時において使用されているスクリーン（網点
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）の特徴を示すスクリーン線数や画像形成解像度などの情報であり、具体的には、ＡＭス
クリーンの場合は角度や線数、網点形状、ＦＭスクリーンの場合は周波数特性など）を取
得する。また、印刷部２３から、カラー印刷、モノクロ印刷、モノカラー印刷といった印
刷時において使用するカラーの情報を表すカラーモード、画像形成を行う用紙の属性を示
す用紙情報（紙種、坪量、厚さ、白色度など）、印刷する画像に対してどの程度印字する
か（トナー、インキが画像上にどの程度塗布されるのか）を示す印字率（カバレッジ）な
どを取得する。そして、取得したスクリーンの情報やカラーモード、用紙情報、印字率な
どの画像形成条件を処理パラメータ決定部２９に通知する。
【００３３】
　画像読取条件取得部２８は、用紙に形成された原画像を読み取る際の条件を取得する。
例えば、画像読取部２４から、読み取りをカラーで行うかモノクロで行うかを示すカラー
モード、画像読取部２４の画像読取解像度（スクリーン線数に対応するセンサピッチや用
紙搬送方向（副走査方向）の走査ピッチなど）の画像読取条件を取得する。そして、取得
した画像読取条件を処理パラメータ決定部２９に通知する。
【００３４】
　処理パラメータ決定部２９は、記憶部２１から原画像及び読取画像のデータを読み出し
、画像形成条件取得部２７から通知された画像形成条件及び画像読取条件取得部２８から
通知された画像読取条件に基づいて、処理パラメータ（画像検査項目、当該画像検査項目
の良否判定の基準となる閾値、当該閾値との比較結果に応じた補正値）を決定する。例え
ば、画像形成条件を用いて、原画像の網点画像領域を特定すると共に、読取画像の上記網
点画像領域に対応する領域を特定し、原画像及び読取画像の網点画像領域の濃度値を抽出
する。そして、画像形成条件及び画像読取条件を参照して、「色再現」、「スジ、スポッ
ト、汚れのような画像ノイズの発生の有無」、「印字位置精度」、「文字や画像といった
コンテンツの欠損（印字されないエラー）」など画像検査の項目及び当該項目の良否判定
の基準となる閾値を決定し、画像形成条件及び画像読取条件に基づいて取得される情報（
上記網点画像領域の濃度値）と上記閾値とを用いて、読取画像に対する補正（例えば、ス
クリーン線数や解像度を要因とする補正）が必要かを判断し、補正が必要と判断した場合
は、読取画像に対する補正値を算出し、処理パラメータ（画像検査項目や閾値、補正値）
を画像検査部３０に通知する。
【００３５】
　画像検査部３０は、原画像と読取画像とを比較することにより、印刷物の仕上がりを検
査する。例えば、処理パラメータに基づいて、読取画像を補正（例えば、読取画像の網点
画像領域の濃度値を補正）し、原画像と補正後の読取画像とを比較し、その比較結果に基
づいて、印刷物の仕上がりを検査する。
【００３６】
　上記画像処理部２６、画像形成条件取得部２７、画像読取条件取得部２８、処理パラメ
ータ決定部２９、画像検査部３０（特に、画像形成条件取得部２７、画像読取条件取得部
２８、処理パラメータ決定部２９、画像検査部３０）はハードウェアとして構成してもよ
いし、制御部１１を、画像処理部２６、画像形成条件取得部２７、画像読取条件取得部２
８、処理パラメータ決定部２９、画像検査部３０（特に、画像形成条件取得部２７、画像
読取条件取得部２８、処理パラメータ決定部２９、画像検査部３０）として機能させる画
像検査プログラムとして構成し、当該画像検査プログラムをＣＰＵ２０ａに実行させるよ
うにしてもよい。
【００３７】
　なお、図５は本実施例の画像形成装置１２の一例であり、その構成は適宜変更可能であ
る。例えば、図１乃至図３の構成の画像検査システム１０の場合はＲＩＰ部２２を省略す
ることができ、図１の構成の画像検査システム１０の場合は画像読取部（インラインセン
サ）２４を省略することができる。また、図１及び図２の構成の画像検査システム１０の
場合は画像処理部２６、画像形成条件取得部２７、画像読取条件取得部２８、処理パラメ
ータ決定部２９、画像検査部３０の機能を画像検査装置１４の制御部に持たせることもで
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きる。
【００３８】
　次に、上記構成の画像検査システム１０における画像検査について、図６を参照して概
説する。
【００３９】
　まず、画像検査を行うための入力画像は、例えば、外部のコンピュータ装置に予めイン
ストールされたアプリケーションにより作成される。アプリケーションによって作成され
た入力画像は、当該コンピュータ装置に予めインストールされたプリンタドライバにより
ＰＤＬファイル形式のＰＤＬデータに変換され、通信ネットワーク１５を介して画像形成
装置１２（図１乃至図３の構成の場合はコントローラ１１）に送信される。
【００４０】
　画像形成装置１２のＲＩＰ部２２（図１乃至図３の構成の場合はコントローラ１１のＲ
ＩＰ部）は、ＰＤＬデータを解析し、各ページの原画像を生成し、画像形成装置１２の画
像処理部２６は原画像に対して網点処理などの画像処理を行う。画像処理後の原画像のデ
ータは制御部２０（図１及び図２の構成の場合は画像検査装置１４）及び印刷部２３に送
信され、印刷部２３は原画像を用紙上に形成し（用紙上に形成された原画像を印刷画像と
呼ぶ。）、画像形成条件を制御部２０（図１及び図２の構成の場合は画像検査装置１４）
に通知する。次に、画像読取部２４（図１の構成の場合は画像読取装置１３）は用紙上に
形成された印刷画像を読み取り、読取画像のデータと画像読取条件を制御部２０（図１及
び図２の構成の場合は画像検査装置１４）に通知する。制御部２０（図１及び図２の構成
の場合は画像検査装置１４）は、画像形成条件及び画像読取条件に基づいて処理パラメー
タを決定し、その処理パラメータを用いて読取画像を補正し、原画像と補正後の読取画像
とを比較して、印刷物の仕上がりを検査する画像検査を行う。
【００４１】
　以下、制御部２０（画像形成条件取得部２７、画像読取条件取得部２８、処理パラメー
タ決定部２９、画像検査部３０）が行う処理について具体的に説明する。ＣＰＵ２０ａは
、ＲＯＭ２０ｂ又は記憶部２１に記憶した画像検査プログラムをＲＡＭ２０ｃに展開して
実行することにより、図７のフローチャート図に示す各ステップの処理を実行する。なお
、印刷部２３に入力される原画像のデータ及び画像読取部２４が取得した読取画像のデー
タは記憶部２１に記憶されているものとする。
【００４２】
　制御部２０（画像形成条件取得部２７）は、画像処理部２６及び印刷部２３から画像形
成条件を取得し、取得した画像形成条件を処理パラメータ決定部２９に通知する（Ｓ１０
１）。この画像形成条件とは、上述したように、カラーモード、用紙情報、印字率、スク
リーンの情報（スクリーン線数、画像形成解像度）などである。
【００４３】
　次に、制御部２０（画像読取条件取得部２８）は、画像読取部２４から画像読取条件を
取得し、取得した画像読取条件を処理パラメータ決定部２９に通知する（Ｓ１０２）。こ
の画像読取条件とは、上述したように、カラーモード、画像読取解像度などである。
【００４４】
　次に、制御部２０（処理パラメータ決定部２９）は、記憶部２１から原画像及び読取画
像のデータを取得し（Ｓ１０３）、Ｓ１０１で取得した画像形成条件（スクリーンの情報
）に基づいて、原画像の網点画像領域（画像の階調を網点で表現している領域）を特定す
る（Ｓ１０４）。そして、制御部２０（処理パラメータ決定部２９）は、原画像の網点画
像領域及び当該網点画像領域に対応する読取画像の網点画像領域の濃度値を算出する（Ｓ
１０５）。なお、原画像や読取画像の濃度値は、ＹＭＣＫやＲＧＢの各色の色値に基づき
、公知の手法を用いて算出することができる。
【００４５】
　ここで、原画像の網点画像領域の濃度値と読取画像の網点画像領域の濃度値とは異なる
場合がある。これは、画像処理部２６の網点処理におけるスクリーン線数によって網点ド
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ットの再現性が異なることに起因している。具体的には、図８（ａ）に示すように、スク
リーン線数が所定値の場合（画像形成条件と画像読取条件がマッチしている場合）は、原
画像の網点領域の濃度値（図では網点濃度値）と読取画像の網点領域の濃度値とはほぼ一
致するため、読取画像の濃度値が原画像の濃度値を中心とする所定の範囲内であれば、後
述するＮＧ画像判定でＯＫと判断することができる。しかしながら、図８（ｂ）に示すよ
うに、線数が相対的に低いスクリーンによって網点処理が行われた場合、単位面積当たり
のドットの面積が大きくなり、読取画像の濃度値は相対的に大きな値になる。また、図８
（ｃ）に示すように、線数が相対的に高いスクリーンによって網点処理が行われた場合は
、単位面積当たりのドットの面積が小さくなり、読取画像の濃度値は相対的に小さな値に
なる。そのため、網点画像領域において、原画像の濃度値と読取画像の濃度値とを単純に
比較すると誤った判断をしてしまう可能性がある。
【００４６】
　そこで、本実施例では、制御部２０（処理パラメータ決定部２９）は、網点画像領域の
濃度値の変動とスクリーン線数に応じて決定された閾値とを比較することによってスクリ
ーン線数を要因とする補正が必要であるかを判断し（Ｓ１０６）、補正が必要と判断した
場合（スクリーン線数が上限の閾値を超える、若しくは、下限の閾値未満となる場合）は
、スクリーン線数を要因とする補正値を算出し、処理パラメータ（画像検査項目や閾値、
補正値）を画像検査部３０に通知する（Ｓ１０７）。例えば、図８（ｂ）の例では、読取
画像の濃度値を小さくするための補正値（負の補正値）を算出する。また、図８（ｃ）の
例では、読取画像の濃度値を大きくするための補正値（正の補正値）を算出する。
【００４７】
　同様に、印刷部２３の画像形成解像度とインラインセンサの画像読取解像度との違いが
濃度値に影響を与える場合がある。例えば、図９（ａ）に示すように、画像形成解像度と
画像読取解像度とがほぼ等しい場合は、原画像の網点領域の濃度値と読取画像の網点領域
の濃度値とはほぼ一致するため、読取画像の濃度値が原画像の濃度値を中心とする所定の
範囲内であれば、後述するＮＧ画像判定でＯＫと判断することができる。しかしながら、
図９（ｂ）に示すように、画像形成解像度が相対的に高い（例えば、画像形成解像度が60
0dpi（dots per inch）で画像読取解像度が300dpi）場合は、読取画像の濃度値が相対的
に大きな値になる。また、図９（ｃ）に示すように、画像読取解像度が相対的に高い場合
は、読取画像の濃度値は相対的に小さな値になる。そのため、網点画像領域において、原
画像の濃度値と読取画像の濃度値とを単純に比較すると誤った判断をしてしまう可能性が
ある。
【００４８】
　そこで、本実施例では、制御部２０（処理パラメータ決定部２９）は、網点画像領域の
濃度値の変動と画像形成解像度と画像読取解像度との差分に応じて決定された閾値とを比
較することによって解像度を要因とする補正が必要であるかを判断し（Ｓ１０８）、補正
が必要と判断した場合（解像度の差分が閾値を超える場合）は、解像度を要因とする補正
値を算出し、処理パラメータ（画像検査項目や閾値、補正値）を画像検査部３０に通知す
る（Ｓ１０９）。例えば、図９（ｂ）の例では、読取画像の濃度値を小さくするための補
正値（負の補正値）を算出する。また、図９（ｃ）の例では、読取画像の濃度値を大きく
するための補正値（正の補正値）を算出する。
【００４９】
　次に、制御部２０（画像検査部３０）は、Ｓ１０７で算出した補正値とＳ１０９で算出
した補正値とを用いて、Ｓ１０５で算出した読取画像の濃度値を補正する（Ｓ１１０）。
なお、スクリーン線数による影響のみを考慮する場合には、読取画像の濃度値にスクリー
ン線数を要因とする補正値を加味した濃度値を比較対象にする。また、解像度による影響
のみを考慮する場合には、読取画像の濃度値に解像度を要因とする補正値を加味した濃度
値を比較対象にする。また、読取画像の濃度値に影響を与える複合要因を線形的に考慮す
る場合には、読取画像の濃度値にスクリーン線数を要因とする補正値と解像度を要因とす
る補正値を加味した濃度値を比較対象にする。
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【００５０】
　そして、制御部２０（画像検査部３０）は、Ｓ１０５で算出した原画像の濃度値とＳ１
１０で補正した読取画像の濃度値とを比較し（Ｓ１１１）、原画像の濃度値と読取画像の
濃度値との差分が予め定めた許容範囲内であるかを判断し、良否判定を行う（Ｓ１１２）
。例えば、読取画像の濃度値が原画像の濃度値を中央値とする所定の範囲内にあれば原画
像の網点領域における画像検査結果はＯＫと判定する。一方、原画像の濃度値と読取画像
の濃度値との差分が許容範囲を超えている場合は、制御部２０（画像検査部３０）は、Ｎ
Ｇ画像判定処理を行う（Ｓ１１３）。具体的には、原画像と読取画像とを詳細に比較し、
「色再現」、「スジ、スポット、汚れのような画像ノイズの発生の有無」、「印字位置精
度」、「文字や画像といったコンテンツの欠損（印字されないエラー）」などの検査項目
の中のどの検査項目に対してＮＧとなったかを確認する。
【００５１】
　その後、制御部２０（画像検査部３０）は、次の網点画像領域があるかを判断し（Ｓ１
１４）、次の網点画像領域があれば、Ｓ１０５に戻り、次の網点画像領域に対して同様の
処理を繰り返す。
【００５２】
　以下、画像形成条件と処理パラメータ（画像検査項目及び閾値）との関係について、具
体的に説明する。
【００５３】
　例えば、「カラー印刷であり、高精細な画像を含む印刷を実施する」という画像形成条
件であった場合、画像検査処理では、「印刷画像の汚れや画像品質の検査と共に、カラー
の色再現の検査を実施する」という画像検査項目が選択される。また、「モノクロ印刷（
ＹＭＣＫのトナーを有するカラープリンタであるがＫのトナーのみを使用する場合、又は
、Ｋのトナーのみを有するモノクロプリンタの場合）であり、文字コンテンツしか含まな
いような低印字率の印刷を実施する」という画像形成条件であった場合、画像検査処理で
は、「印刷画像の汚れや文字品質の検査は実施するが、カラーの色再現の確認は実施しな
い」という画像検査項目が選択される。このように、その時の画像形成条件に合わせて最
適な画像検査項目を選択することが可能となる。
【００５４】
　また、「文字コンテンツしか含まないような低印字率の画像を印刷する」という画像形
成条件に対して色再現を検査しようとしていた場合、色再現については特に厳しくチェッ
クする必要はない。この場合はＮＧ画像判定の閾値を高く（ＮＧとして判定しにくくなる
方向に）設定することにより画像検査を適切に実施することが可能となる。また、逆に、
「印字率がある程度高い画像を印刷する」という画像形成条件であった場合、色再現の是
非が品質に大きく関与することになるため、ＮＧ画像判定の閾値を低印字率時よりも低く
（ＮＧとして判定しやすくなる方向に）設定することにより、画像検査を適切に実施する
ことが可能となる。
【００５５】
　以上説明したように、原画像を用紙上に形成する際の画像形成条件を取得すると共に用
紙上に形成した原画像を読み取る際の画像読取条件を取得し、取得した画像形成条件と画
像読取条件とに基づいて、原画像と読取画像とを比較する際の処理パラメータを決定し、
決定した処理パラメータに基づいて読取画像を補正し、原画像と補正後の読取画像とを比
較して画像検査を実行することにより、信頼性の高い画像検査を行うことができる。
【００５６】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない限り
において、その構成や制御は適宜変更可能である。
【００５７】
　例えば、図７のフローでは、画像形成条件としてスクリーンの情報（スクリーン線数及
び画像形成解像度）を利用し、画像読取条件として画像読取解像度を利用する場合につい
て記載したが、画像形成条件や画像読取条件として他の情報を利用する場合も本発明の手
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【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明は、原画像と用紙上に形成した原画像を読み取った読取画像とを比較して印刷物
の仕上がりを検査する画像検査装置及び画像検査方法並びに画像検査プログラム並びに当
該画像検査プログラムを記録した記録媒体に利用可能である。
【符号の説明】
【００５９】
　１０　画像検査システム
　１１　コントローラ
　１２　画像形成装置
　１３　画像読取装置
　１４　画像検査装置
　１５　通信ネットワーク
　２０　制御部
　２０ａ　ＣＰＵ
　２０ｂ　ＲＯＭ
　２０ｃ　ＲＡＭ
　２１　記憶部
　２２　ＲＩＰ部
　２３　印刷部（エンジン）
　２４　画像読取部（インラインセンサ）
　２５　表示操作部
　２６　画像処理部
　２７　画像形成条件取得部
　２８　画像読取条件取得部
　２９　処理パラメータ決定部
　３０　画像検査部
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